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俵 谷 栄 次くん
(脇元小・ 6年 )

とても気の付 く子で、言いつけたことは何で

もやってくれます。素直な気持ちをいつまでも

忘れないでほしいです。  菊代さん (71歳 )

おばあちゃん
からの

ひとこと

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ぼ
＜
の
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
七
十

一
オ
に
な
る
け
ど
、
い
つ
も
働

い
て
、
元
気
な
人
で
す
。

お
ば
あ
ち
や
ん
は
、
毎
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
朝
、
昼
、
夜
と

ぼ
＜
た
ち
の
た
め
に
、
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
朝
か

ら
昼
に
か
け
て
、
日
一か
ら
夕
万
に
か
け
て
と
畑
仕
事
に
行
き
ま
す
。

畑
仕
事
で
は
、　
一
生
け
ん
め
い
時
間
を
か
け
て
、
ガ
ん
ば
っ
て
い
ま

四
時
半
ご
ろ
ぼ
＜
が
下
模
し
て
き
て
も
、
ま
だ
が
ん
ば
っ
て
、
畑

仕
事
な
ど
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
五
時
ご
ろ
に
な
る
と
や
っ
と
帰

っ
て
来
ま
す
。

そ
の
時
は
、

「
つ
か
れ
た
」。
と
が

「
あ
せ
か
い
た
」。
な
ど

一
言
し

か
言
い
ま
せ
ん
。
ぼ
＜
は
、

「
よ
っ
ぽ
ど
つ
か
れ
た
ん
だ
な
」。
と
、

思
い
ま
す
。

や
っ
と
、
家
ぞ
＜
だ
ん
ら
ん
に
な
る
の
は
、
夜
お
そ
く
で
す
。
そ

の
時
の
ぼ
＜
は
、
す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
夜
早
＜
ね
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
、
毎
日
＜
り
返
し
て
い
ま
す
。

ぼ
＜
は
、
そ
の
が
ん
ば
り
者
の
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
習
い
た
い
で

す
。
そ
し
て
、　
一
番
す
き
で
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
ガ
ん
ば
っ
て
＜
だ
さ
い
。
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際

的

対

応

、

過

疎

地

域

振

興

の

た

21世紀を展望し 11:lFl:]lili:||:::::11:l::|:::::|

個性豊かな地城を形成1甲林1打警

戦
市
浦
村
の
予
算
総
額
は

平成2平
成
二
年
村
議
会
第

一
回
定
例

▽
平
成
二
年
度
予
算

三
十

一
億
六
千
七
十
九
万
円

雇

毛

票

一

▽
水
田
農
業
確
立
特
別
対
策
基
金

一
、

当

村

の
基

幹

産

業

で

あ

り

ま

二
、

地

域

的

特

性

を

活

か

し

た

個

性

あ

る
地

域

づ

く

り

。

三
、

地

域

を

担

う

人

づ

く

り

と

学

校

教

育

環

境

の
充

実

。

四
、

疾

病

予

防

か

ら

ラ

イ

フ
サ

イ

ク

ル

に
応

し

た

健

康

づ

く

り

ま

で

を

ふ

く

め

た

「
生

き

生

き

健

な

り

、

当

村

の
財

政

規

模

の
総

額

・
県

の
補

助

事

業

を

積

極

的

に
取

り

込

み

、

年

々
予

算

規

模

を

拡

大

平成 2年度会計別予算額

ず
一

一需垢 1雫1雌
- 1覧  会  計

国 民 健 康 保 険

事 業 勘 定

診療施設勘定



交
通
死
亡
事
故
〇

〓
千
五
百
日
へ
村
民
六
行
進

村
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

二
千
五
百
日
達
成
へ
向
け
て
、
村

民
総
参
加
に
よ
る
事
故
防
止
運
動
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昴
登

校

時

の
小

、

中

学

生

の
誘

導

交

通

安

全

の
徹

底

と

運

転

手

へ
の

レ
交

通

安

全

は

み

ん

な

の
願

い
4月 20■ 1現在

1蔵し101

一一一 大田小学校一一一

人

事

異

動

四
月

一
日
付
け
で
、
役
場
職
員

（　
）
は
旧
所
属
で
す
。

課

長

補

佐

一
総

務

課

長

補

佐

）
古

総

務

課

付

一
市

浦

診

療

所

）
亀

田
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(社 会福祉対策 )

重度′ふ身障害者への医療助成

(老 人福祉対策 )

老人家庭奉仕員の派遣

(児童福祉対策 )

(保健衛生対策 )

(環境衛生対策 )

ごみ収集業務の委託・処理場の運営    644万 円

(就 労対策 )

出稼対策事業の実施          124万 円

(防 災対策 )

津軽北部広域事務組合 (消 防)負担金 1億 806万 円

非常備消防団の運営          765万 円

防火水槽・ポンプ付積載車の整備    1,430万 円

瑕 鍮 繭 動 黎 写 晰 憮鶉
2億 11662万 円

レ輔 聰 15M閻理 踪 ‖

(村 づ くり対策 )

(交通安全対策 )

(OA化対策 )

(そ の他 )

(国 民健康保険税に係る分 )

浦

村

長

期

総

合

計

画

」

の
基

本

テ

限

ら

れ

た

財

源

の
効

率

的

な

配

分

と

活

力

の
あ

る

地

域

づ

く

り

を

め

2億9,655万 円

(道 路整備対策 )

(利雪・ 克雪対策 )

除雪対策

(公 営住宅対策 )

2,218万 円

(488万 円)

【目的別歳出】

【性質別歳出】

資
的
経
費
彫
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平成2年度の主要施策
一般会計予算

【村税のうちわけ】

(農 業振興対策 )

地域農業確立対策の実施

かんがい排水事業の実施

(畜 産振興対策 )

草地開発事業の実施

(農 業経営複合化対策 )

野菜集出荷施設の建設

野菜銘柄産地確立対策事業の実施

(林 業活性化対策 )

脇元割長根林道の建設

森林地域活性化緊急対策事業の実施

(養殖漁業振興対策 )

あわび増殖放流事業への助成

3億499万 円

事

業

」

の
継

続

等

に

よ

り

地

方

交

付

税

が

元

年

度

当

初

予

算

と

比

較

し

て

一
億

四

千

三

百

万

円

（
一
三

・
二

％

）
増

と

な

っ
て

い
ま
す

。

一
方

、

村

債

は

起

債

事

業

を

厳

選

三

百

五

十

万

円

（
二

三

・

一
％

）

歳

出

で

は

、

第

一
次

産

業

振

興

の

た

め

に
野

菜

集

出

荷

施

設

を

建

設

す

る

と

と

も

に

、

「
安

東

文

化

の

ふ

る

さ

と

整

備

事

業

」

に
よ

る

観

光

施

設

の
整

備

や

相

内

小

学

校

及

び

市

浦

中

学

校

の
改

築

事

業

等

教

育

環

境

施

設

の
整

備

を

重

点

に

予

算

措

置

し

て

い
ま

す

。

県栽培漁業振興協会への出資及び負担

(地域経済活性化対策 )

県信用保証協会への貸付及び出資

2億3,073万 円

(観光施設整備対策 )

安東文化のメ、るさとの整備     1億 3,390万 円

中島公園の整備

安東の里の管理運営

(広域観光振興対策 )

安倍・安東展の開催

(市町村交流対策 )

(人 づ くり対策 )

(学校教育環境整備対策 )

相内小学校改築事業の実施     2億 2,H3万 円

市浦中学校大規模改造事業の実施    4,342万 円

市浦中学校給食施設の建設      2,546万 円

(ス ポーツ振興対策 )

(文化財保護対策 )

円



広報ιチろ

“

)

頻た
良t

剛私「『輩嶽嘲す
「‐こ曝貯」「

勁畔げち】“‐まし、はけど）”ヽ

】は一騰豪「ぼ奪押躍鵡『ば

】諏”鷹“̈
ｒ一椰「事蹟

頼
良
＝
頼
時

家

一
族

が

秋

田

に
亡

命

し

て

か

ら

「
束

を

安

ん
ず

る

」

と

い
う

意

味

で

十

三

湊

安

藤

氏

に

対

抗

０

「
頼

時

」

と

改

名

島

（
現

北

海

道

）
ま

で

も

か

け

巡

り

勢

力

を

伸

ば

し

、

頼

良

に

は

轟

しヽ 盛

］

”

御

」

一

市

ど

』

噸

」泣

一

六

じ郡
姥

惜

桁

」し

払

民

を

劫

略

す

。

子

孫

尤

も

滋

蔓

す

♂

一一̈『一̈］轟̈一一中

そ
の
制
性
洩
れ
ま
せ
ん
。
領
域

［
耀

孵

情
薯

礎

陣
薫
を
搬
さ
ず
、
鶴
優
を
期
む

螺へな“お獄牌嬌猜ぼ畔「『

よ
た粕
り
の
領
域
を
越
え
て
補

に
侵
出
し
、
納
税
や
労
役
を
拒

水
承
六
年
（一〇
五
一）
、

場
独
撮
つ（富
城
県
）
の
国
府
薦

原
噴
雛
は
国
司
と
し
て
の
権
威

発
し
、
出
羽
の
穂
旺
瑯
殖
ち
爵

山
を
前
鋒
と
し
て
難
琺
部べ
（現

鬼
首
）
で
、
頼
良
の
率
い
る
諸

脚
需
因
と
戦
った
が
国
府
軍
は

惨
敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

朝
廷
で
は
評
議
を
重
ね
た
結

編
封
を
し
期
撹
剰
鐙
鶴
府
精
範

糧
村
∵
〓
れ
を
聞
い
た
頼
良
は

一
族
郎
党
と
共
に
蝦
夷
が
島

ヘ

き
疑
れ
、
折
よ
く
天
下
に
対
鵡

が
布
告
さ
れ
、
頼
良
の
罪
が
許

義
と
同
音
の
自
分
の
名
を

「頼

※
上
掲
の
写
真
は
四
月
十
五
日

年
記
念
特
別
展

「
三
春
藩
」

家
重
代
牲
組
輝
鵬
通
ぽ
ご
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精神保健相談のお知らせ

②毎月第3火曜日 午後1時 ～

フマチユア無線技士

― 試験案内 一 「豊かな海づ<り大会」
の作文、絵画募集

市浦村の人口と世帯数  平成2.4.1現在
情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-2111

192-
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レ47く

「生
き
生
き
健
康
県
民
運
動
」

推
進
町
村
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本

村
で
は
、
行
政
と
住
民
が

一
体
と

な
っ
て
、
活
発
を
健
康
づ
く
り
運

新
年
度
を
向
え
、　
一
年
間
の
反

省
に
立
っ
て
、
健
康
運
動
の

一
層

の
盛
り
上
げ
を
は
か
る
た
め
、
村

民
総
参
加
で
保
健
、
予
防
医
学
の

①
村
の
状
況

本
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
老
齢

人
口
の
比
率
は
十
七

・
四
％
、
県

平
均

（昭
和
六
十
年
）
十

・
四
％

十
年
前

⌒昭
和
五
十
五
年
）
に

支
え
て
い
た
が
、
現
在
で
は
三

・

毎
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化

二
人
暮
し
世
帯
が
多
い
こ
と
か
ら

っ
て
も
、心
も
体
も
す
こ
や
か
に
」

し

て

よ

か

っ
た

と

言

え

る

健

康

づ

く

り

を

目

指

し

て

い
ま

す

。

ま

た

、

平

成

元

年

の

死

亡

は

二

十

九

人

で

、

三

大

成

人

病

（
心

臓

病

、

ガ

ン
、

脳

卒

中

）

で
亡

く

な

っ
た

人

は

十

六

人

（
五

十

五

・
二

％

）
、

前

年

に

比

べ
実

数

、

率

と

も

村

の
集

団

検

診

を

家

族

、

町

内

ぐ

る

み

で

進

ん

で
受

け

ま

し

ょ
う

。

②

活

動

目

標

と

計

画

地

域

保

健

活

動

の
中

で
、

村

民

柿

地

　

お

誕

生

若

山

和

希

（十
三

太

郎

武

田
　
美

樹

（大
田
）
文
　
治

相

川

絵
美
瑠

（十
三
）
金
　
祐

武

田

兼

明

（太
里

秀

機

‘″〕
ご結婚

⌒は々
赫　刹千章
一鰤　神一

参力□してネ /健康教室
平成 2年度の「健康教室」の日程 と、その

内容が決まりましたのでお知 らせ します。

心
も
体
も
す
こ
や
か
に

⌒師井脚　』　鋤
一幸　摯一

轟
回
朝奈賀
評
擬

⌒［　］
競津彬
一同　峰一

《
御
却聾
嘲
囃

⌒納　御　光　諄
一罐　嘲一

⌒諄　昴　癖　向
一韓　痛一

⌒は　市　】　「
一師　鴎一

婁一　に　颯紀に
一い　［一

日
目

□

小
　
山
　
重
　
士
口
（十
三
）
９０
歳

住民票による老人調査自

党

を

高

め

、

自

ら

の
責

任

に

お

い
て
健

康

に
向

っ
て
努

力

す

る

と

庭

へ
、

家

庭

か

ら

地

域

へ
と

拡

げ

、

子

供

か

ら

大

入

ま

で

健

康

に

対

す

る
意

識

の
向

上

を

目

指

し

、

地

域

住

民

の
健

康

づ

く

り

を

推

進

し

て

健

康

づ

く

り

は

、

毎

日

の
生

活

の
中

で

、

私

達

自

身

が

つ
く

り

あ

康

の
三

原

則

（
栄

養

、

休

養

、

運

動

）

に

そ

っ
た

食

生

活

を

中

心

に

年

度

は

「
食

生

活

改

善

の
継

続

」

と

「
適

度

な

運

動

の
習

慣

づ

け

」

″連
絡
く
だ
さ
い
〃

役
場
企
画
財
政
課

し
う
ら
音
頭
制
作
係


